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１．研究計画の概要 

本研究は、極成層圏雲（PSC）がからんだ
オゾン破壊メカニズムの定量的理解のため
に、地上の分光観測とオゾンゾンデ観測、衛
星観測データにより、PSC の特性評価とそれ
がオゾン破壊に及ぼす影響を定量的に理解
しようとするものである。将来の温室効果ガ
スの増加による成層圏の寒冷化の影響をよ
り受けると考えられる北極域において PSC
とオゾンの観測を複数年行い、北極域におけ
るオゾン破壊に PSC が及ぼす影響を定量的
に評価し、オゾン将来予測モデルの不確定性
の低減に貢献することを本研究の目的とす
る。 

以上の目的を達成するため、本研究では以
下の 4 つの研究を並行して実施する。1)2007
年に南極昭和基地で得られた FTIR による微
量気体成分及び PSC のデータの解析。2)PSC
観測装置の改造及びテスト観測。3)2007 年の
人工衛星センサーデータ取得及び解析。4)冬
期間におけるノルウェー・ニーオルスンにお
ける PSC の観測。このうち 4)の観測に関し
ては、2008/09, 2009/10, 2010/11 の 3 冬に関
して集約的に行う。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 2007 年南極昭和基地で得られた FTIR に
よる微量気体成分及び PSC のデータ解析に
関しては、ほぼ予定通り進めることが出来た。
その結果、2007 年南極上空におけるオゾン
ホールの発生から発達、衰退までの一連の様
子を、高度別に多くの微量成分の変動の様子
を、世界に先駆けて捉えることに成功した。 
(2)PSC 観測装置の改造を無事に済ませて、
2008/09 年の観測開始に向けてノルウェー・
スピッツベルゲン島・ニーオルスン基地へと

輸送した。 
(3)人工衛星センサーデータ解析に関しては、
CALIPSO による PSC データと、Aura/MLS
センサーによるO3, ClO, HNO3, HCl, N2Oデ
ータを取得し、トラジェクトリー手法を用い
たオゾン破壊量の定量化に関する解析を行
った。 
(4)ノルウェー・ニーオルスンにおいて、
2008/09, 2009/10, 2010/11 の 3 冬に関して、
FTIR, OPC ゾンデ、ライダーを用いた PSC
の観測を実施した。またそれに加え、2009/10, 
2010/11 には、ロシア・サレハルドにおける
オゾンゾンデ観測も実施した。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
 南極昭和基地での FTIR 観測データ解析、
PSC 観測装置による北極での PSC 観測、人
工衛星データ解析、ノルウェー・ニーオスル
ンにおける PSC の観測は、ほぼ予定通りに
遂行することが出来た。それに加え、ロシ
ア・サレハルドにおけるオゾンゾンデ観測を
立ち上げ、本研究を遂行する上で有用となる
オゾンゾンデデータを取得することが出来
たため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度に当たる平成 23 年度は、研究の
まとめとして、これまで得られた解析結果を
学会等で引き続き報告していくとともに、結
果を論文にまとめ、科学雑誌への投稿を行っ
ていく予定である。 
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